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日
本
政
府
は
七
月
一
日
、
韓
国
政
府
の
安
全
保
障
上
の
貿
易
管
理

体
制
の
不
備
を
理
由
に
、
韓
国
向
け
半
導
体
材
料
三
品
目
の
輸
出
管

理
を
厳
格
化
す
る
こ
と
、
ま
た
韓
国
を
安
全
保
障
上
の
輸
出
審
査
に

お
い
て
優
遇
を
行
う
ホ
ワ
イ
ト
国
（
現
在
は
グ
ル
ー
プ
Ａ
に
呼
称
を

変
更
）か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
三
品
目
は
フ
ッ
化
水
素
、

フ
ッ
化
ポ
リ
イ
ミ
ド
、
レ
ジ
ス
ト
で
あ
る
。
措
置
は
七
月
四
日
か
ら

実
施
さ
れ
、
三
品
目
の
韓
国
へ
の
輸
出
は
一
件
ご
と
の
審
査
が
必
要

と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
七
月
三
日
、
韓
国
政
府
は
日
本
政
府

に
二
国
間
協
議
の
要
請
を
行
っ
た
が
日
本
政
府
は
こ
れ
を
拒
否
し
、

一
二
日
に
今
回
の
措
置
に
対
す
る
事
務
レ
ベ
ル
の
説
明
会
を
行
っ

た
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
Ａ
か
ら
の
除
外
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
を
経
て
、
八
月
二
八
日
に
実
施
さ
れ
た
。

　

一
方
韓
国
側
は
、
八
月
二
日
に
文
在
寅
大
統
領
が
日
本
の
輸
出
管

理
強
化
を
「
経
済
報
復
」
で
あ
る
と
し
、
断
固
た
る
措
置
を
取
る
こ

と
を
表
明
し
た
。
一
二
日
に
は
日
本
に
対
し
て
、
日
本
が
取
っ
た
の

と
同
様
に
安
全
保
障
上
の
輸
出
管
理
強
化
を
実
施
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。
さ
ら
に
九
月
一
一
日
、
日
本
の
輸
出
管
理
強
化
措
置
を
不
当

と
し
て
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
パ
ネ
ル
に
提
訴
す
る
こ
と
を

表
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
両
国
間
の
係
争

は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
場
で
も
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

輸
出
は
復
帰
し
そ
う
だ
が
貿
易
の
枠
組
み
は
変
容
か

　

こ
の
問
題
の
今
後
の
経
済
的
影
響
に
つ
い
て
、
ま
ず
短
期
的
な
影

響
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
今
回
輸
出
管
理
の
厳
格
化
が
行
わ
れ
た
三

環
日
本
海
経
済
研
究
所
主
任
研
究
員

中
島
朋
義

日
本
政
府
が
韓
国
に
対
し
て
行
っ
た
輸
出
管
理
の
厳
格
化
、

安
全
保
障
上
の
輸
出
審
査
優
遇
の
「
ホ
ワ
イ
ト
国
」
除
外
は

密
接
な
関
係
の
両
国
経
済
と
産
業
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
か
。

韓
国
に
よ
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
提
訴
表
明
ま
で
の
動
き
を
ま
と
め
た
。

日
本
の
対
韓
国
輸
出
管
理
強
化
と
経
済
的
影
響

な
か
じ
ま　

と
も
よ
し　
一
九
九
〇
年
、
ボ
ス
ト

ン
大
学
大
学
院
修
了
（M

A in Econom
ics

）。

東
海
総
合
研
究
所
を
経
て
、
九
七
年
よ
り
公

益
財
団
法
人
環
日
本
海
海
経
済
研
究
所
に
勤

務
。
著
書
に
『
韓
国
経
済
シ
ス
テ
ム
の
研
究 

高
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
光
と
影
』（
編
著
）『
北

東
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長 

構
造
改
革
と
域
内
協

力
』（
分
担
執
筆
）
な
ど
。
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品
目
の
生
産
に
お
け
る
日
本
の
シ
ェ
ア
は
高
く
、
仮
に
こ
れ
ら
の
品

目
の
輸
出
が
一
定
期
間
滞
れ
ば
、
韓
国
の
主
要
輸
出
品
で
あ
る
Ｄ
Ｒ

Ａ
Ｍ
な
ど
の
半
導
体
、
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
な
ど
の
生
産
に
大
き
な
影

響
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
に

つ
い
て
、日
本
国
内
の
安
全
保
障
貿
易
管
理
問
題
の
専
門
家
か
ら
は
、

今
回
の
措
置
は
あ
く
ま
で
も
安
全
保
障
上
の
措
置
で
あ
り
、
輸
入
国

側
が
適
切
な
対
応
を
取
れ
ば
製
品
の
輸
出
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
八
月
三
〇
日
現
在
、
フ
ッ

化
水
素
、
レ
ジ
ス
ト
の
二
品
目
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
の
輸
出
許
可

が
出
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
両
国
間
の
貿
易
は
再
開
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　

輸
出
許
可
は
今
後
の
韓
国
側
の
対
応
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の

で
、
輸
出
が
継
続
し
て
安
定
的
に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
厳
密
に
は

現
段
階
で
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
品
目

の
グ
ル
ー
プ
Ａ
に
属
さ
な
い
国
々
へ
の
輸
出
実
績
な
ど
を
考
え
る

と
、
韓
国
向
け
の
輸
出
は
過
去
の
水
準
に
復
帰
し
て
い
く
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
の
紛
争
解
決
手
続
き
は
、
一
般
の
裁
判
で
の
一

審
に
相
当
す
る
パ
ネ
ル
か
ら
、
二
審
に
相
当
す
る
上
級
委
員
会
ま
で

視
野
に
入
れ
る
と
二
年
以
上
か
か
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
上
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
に
は
商
品
の
流
通
が
回

復
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
結
論
は
形
式
的
な
も
の
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

次
に
中
長
期
的
な
影
響
と
し
て
は
、
日
本
か
ら
の
三
品
目
輸
入
に

つ
い
て
韓
国
国
内
で
の
生
産
あ
る
い
は
第
三
国
か
ら
の
輸
入
に
よ
っ

て
、
代
替
が
進
む
と
い
う
見
方
が
出
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
サ
ム
ス

ン
電
子
の
生
産
ラ
イ
ン
で
韓
国
製
の
フ
ッ
化
水
素
の
使
用
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
九
月
四
日
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
動

き
が
広
く
波
及
す
る
か
ど
う
か
は
、現
段
階
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
国
内
生
産
や
第
三
国
か
ら
の
調
達
が
、
韓
国

の
需
要
に
対
し
て
十
分
な
数
量
を
供
給
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う

点
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
価
格
的
、
品
質
的
に
日
本
製
品
と
対
抗
で
き

る
か
ど
う
か
と
い
う
不
確
定
要
因
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
輸
出
管
理
強
化
の
経
済
的
影
響
に
つ
い
て
は
不
確
実

な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
今
回
の
出
来
事
を
契
機
に
、
長
期

的
に
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
部
品
や
中
間
材
料
を
依
存
し
て
き
た
韓

国
企
業
が
供
給
先
の
多
角
化
の
動
き
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
予
想
さ

れ
る
。
九
月
三
日
に
大
韓
商
工
会
議
所
が
発
表
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
よ
れ
ば
、「
対
日
依
存
度
を
下
げ
た
り
協
力
を
縮
小
す
る
」
と

答
え
た
企
業
が
五
六
％
に
達
し
た
。
輸
入
代
替
が
実
現
す
る
程
度
は

分
野
に
よ
っ
て
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
企
業
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
与
え
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
は
今
回
の
政
策
措

置
の
負
の
側
面
と
し
て
認
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
●




